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２　カナダ先住民族被害者の日本、水俣訪問を終えての談話（２０１１年９月２３日）

　私たち、３人のカナダ先住民は、熊本学園大学水俣

学研究センターの招聘を受け、日本の三都市での講演

の旅から帰国した。これは大類義監督のドキュメンタ

リー映画『水銀の傷痕（日本での公開題名は「カナダ水俣

病」）』の上映と合わせて実現されたものであった。私

たち、Ａｓｕｂｐｅｅｓｃｈｏｓｅｅｗａｇｏｎｇ（グラッシー・ナロウズ

の先住言語表記）とＷａｂａｓｅｅｍｏｏｎｇ（ホワイトドッグの先

住言語表記）の代表団は２０１１年９月６日から１８日まで日

本に滞在した。

グラッシー・ナロウズのチーフ（族長）、サイモン・Ｒ・

フォビスター氏の話

「私たちは、自分たちの水銀中毒の経験と水俣病とい

う病について、日本の人々に伝える機会を得ることが

できた。水俣病が地球上にこんなに広がっていること

に驚いている人もいた。また、日本では、私たちより

もよい補償システムと医療保障がなされており、自分

たちの２つのコミュニティでも日本と同様のシステム

を求めるべきではないかと考えさせられた。」

グラッシー・ナロウズの代表、ジュディ・ダ・シルバ氏

の話

「私たちはなお正義のために闘っている。私たちの川

に流された水銀は、私たちの体をむしばみ続けている。

私たちは、自らの土地、自らの生活と命を自らの手に

取り戻すことを求めている。それによって、強制寄宿

学校、水銀汚染、資源収奪、森林過剰伐採が私たちの

文化、私たちの暮らし、はたまた私たちの身体に及ぼ

した被害を癒すことができる。」

ホワイトドッグの代表、シルヴィア・ヘンリー・モリ

ソー氏の話

「私たちは、産業による環境破壊、さらには破壊的な水

銀汚染という日本の水俣の人々との共通の歴史を通し

て、お互いにつながっている。この水銀汚染は、いま

も、私たちのコミュニティを脅かし、私たちの暮らし

のあり方をゆがめ続けている。土地、水、動物、人々、

あらゆる種類の私たちの生活様式、そして生活そのも

のに被害が及んでいる。」

　私たちの日程は、患者家族の訪問、公開の集会での

講演、水俣病の専門家の原田医師とのミーティングな

どでぎっしり詰まっていた。今回の旅では、学んだも

のは大きく、また生活環境も変わり刺激的だった。

　私たちは、熊本学園大学の受け入れチームと出会い、

熊本で過ごした。この受け入れチームは、水俣病を研

究している研究者たち、研究助手たちやその仲間、そ

して原田先生や花田先生を含む研究センターのメン

バーである。ついで水俣で数日過ごした後、最後に東

京に滞在した。

　私たちは、偉大なる栄誉をもって迎えられ、滞在環

境もよく、大変丁重な扱いを受けた。そのおかげで、

水俣病に関して、日本でよくコミュニケーションがと

れる素晴らしい人たちと出会うことができ、水俣病が

私たちと同じような状況にあることも知ることができ

た。

　私たちは、日本では、証人として語る側であったし、

また情報を得る側でもあった。日本の水俣で起きた水

俣病（水銀中毒）のパワーポイントや（当事者の）証言を

通して、学ぶことができた。私たちは、私たちのコ

ミュニティがどれほど水俣病にリンクしているか知る

ことができた。水俣病（の症状の現れ方）と私たちのコ

ミュニティの（症状の出現率）がそっくりだったという

事実が、私たちにとっては極めてはっきりしたものと

なった。日本の医者たちから入手し得た情報は、詳細

な数値や図表によって、（原田医師らの）１９７５年、２００４年、

２０１０年のグラッシー・ナロウズの訪問時の検診調査と

日本での水俣病が同じであることを示している。私た

ちは日本の医師たちが再びワバセンムーン（ホワイト

ドッグ）住民の被害調査に来てくださる日が来ること

を期待している。

　私たちが今回の旅で得たものは計り知れなく大きく、

決して忘れないだろう。

カナダ先住民族被害者の日本、
水俣訪問を終えての談話（２０１１年９月２３日）

大類義監督のドキュメンタリー映画
『カナダ先住民と水俣病』ＤＶＤ販売
 環境ネットワークくまもと で販売しております。
販売価格 ２,０００円

送料（１４０円）�振込手数料をご負担頂きます。
購入ご希望の方は、①住所（郵便番号含む）、②氏
名、③連絡先（電話・メールアドレス）、④必要枚数
をご記入の上、お申し込みください。（ＦＡＸ、

メールで受付）

環境ネットワークくまもと
Ｔｅｌ�Ｆａｘ ０９６－３６２－３７７６
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　２０１１年９月１日から９月４日にかけて熊本学園大学

水俣学研究センター主催の水俣学若手研究セミナーが

開催されました。全国から１８名の参加者がそれぞれ異

なった興味・関心を持ちより、講義とフィールドワー

クに参加しながら活発に意見を交換する４日間となり

ました。

　私は普段、東京の大学で、身体表象、特に障害を

持った身体の表象に関心を持ち、障害理論（障害学）を

中心に研究をしています。現在執筆中の修士論文では

土本典昭監督の『医学としての水俣病』三部作におけ

る水俣病患者の身体表象を分析しています。そうした

私自身の研究上の関心もあり、今回のセミナーに参加

させていただきました。本稿では、セミナーの中で感

じたことを述べさせていただきたいと思います。

　今回のセミナーは７人の講師の方々による講義と

フィールドワーク、そしてそれらをもとにした参加者

と講師による議論で構成されました。法学・教育・医

学・地域社会・チッソ・地域戦略などの多岐にわたる

観点から展開された講義では、不知火海沿岸に住み、

漁業や農業などに携わって生きてきた水俣病患者たち

の生がどのようなものであったのか、そして水俣病が

その生をどのような形で脅かし、破壊してきたのか、

そして今後どのようによりよい生を模索していけるの

かという水俣病をめぐる重層的な問題系が提示された

ことが非常に印象的でした。講義の中では一つの専門

分野だけでなく異なった分野同士の知見が関連づけら

れていくことで、より水俣病の複雑さが見えるように

なり、「水俣学」という取り組みの重要性が強く感じら

れました。こうした重層的な問題系の整理とそれらに

アプローチしていくための一定の基礎となる知見が体

系化されることは、あらゆるディシプリンからの〈水

俣〉研究にとって必要不可欠なことであると思います。

　特に山下善寛さんのご案内で水俣病に関連した場所

に実際に行くというフィールドワークでは、それぞれ

の場所の意味、歴史的位置づけがわかるだけでなく、

時間の流れの中で水俣病の経済的・法的・医学・科学

的背景がそれぞれの場所で複雑に絡まり合っているこ

とが強く実感できました。私にとっては２度目の水俣

訪問だったのですが、以前一人で来たときにはない気

付きが数多くありました。それらの場所の意味を解説

していただき、関連づけてみていくことで水俣病事件

の舞台となった〈水俣〉という土地を立体的に知るこ

とができました。とりわけ八幡のカーバイド残渣プー

ルや２００３年に高濃度のダイオキシンが検出されたとい

う百間排水路などを案内していただいたことが印象に

残っています。水俣病公式確認から５０年、その前史ま

で含めれば１００年以上の時間が経過した今も水俣市内

にチッソを中心とした水俣病を生じせしめた構造が現

存していることを、その場所に行くことを通じて目に

見える形で実感しました。このことは「水俣病は終

わっていない」という言葉の意味を再度考えるきっか

けとなりました。

　セミナー参加を通して今後の課題として見えてきた

のは、現在の研究においてジェンダー・セクシュアリ

ティの視点から〈水俣〉を分析したものが極めて少な

いということです。自分自身の研究に関連し、論文な

どを調べていて実感していたことでもありましたが
（社会科学・人文科学的な研究自体が少ないのですが）、かなり

高い水準で水俣研究の概観ができた今回のセミナーで

さらにその印象は深まりました。新潟水俣病における

妊娠中絶や妊娠制限の事例など水俣病をめぐる言説の

中の再生産という主題やチッソの女性労働者のありよ

うがどのようなものであったのかなど、重要な問題が

水俣のジェンダー・セクシュアリティ研究にはまだ手

つかずで残されていると感じます。自分自身の研究に

おいてもジェンダー・セクシュアリティの視点も含め、

どのような研究を添加できるか模索していきたいと考

えています。

　今回のセミナー参加で一つの研究の基盤となるよう

な体系的な学びが出来ただけでなく、今後の研究を進

めていく上で重要なネットワークを形成できました。

特に水俣から遠くはなれて、東京で研究生活を行って

いる私にとっては、水俣で現地を拠点に情報交換や交

流が出来たことは非常に大きい経験でした。これは私

自身にとってプラスであっただけではなく、他の参加

者の方々にとっても同様の意味があったと思います。

またこのような機会が定期的に用意されることは水俣

学が今後発展していく上でも不可欠な要素であると思

います。今後も継続してこのような場が持たれること

を強く希望いたします。

（報告）水俣学若手研究セミナーに参加して　３

《 報 告 》

水俣学若手研究セミナーに参加して

一橋大学大学院言語社会研究科修士課程 番 園 寛 也
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４　（タイＭＴＰプロジェクトの経過報告（２））トヨタ財団アジア隣人プログラム ２年目の中間報告

この１年間の調査内容

　２００９年１１月よりトヨタ財団アジア隣人プログラムの
助成を受けてスタートしたタイＭＴＰプロジェクト（タ

イ東部工業地域Ｍａｐ Ｔａ Ｐｈｕｔでの工業団地と共存できる地域

づくりのあり方の検討とリスクコミュニケーションの実践）は、
当初２年間で助成が終了する予定でしたが、タイの内
政混乱などがあり、計画より若干遅れ気味で、今年度
末（来年３月末）まで助成期間が延長され、調査活動を
実施しています。
　２年目は昨年１２月、本年１月、３月、７月の計４回
タイを訪問しています。簡単に訪問先、内容をまとめ
ると、昨年１２月２４日～２７日はバンコク、ラヨーン県を
１月のマプタプット現地での住民向けセミナー、関係
者との討論会の打ち合わせのために訪問しました。と
くに、ＥＡＲＴＨと今後の進め方について、時間をかけ
て協議しました。
　本年１月１８日～２３日の訪問では、水俣学研究セン
ターの主要メンバー（花田、宮北、丸山、中地、藤本、田? 、

井上）が参加し、２０日にはマプタプット病院にて、「産
業公害に関する情報の共有と地域コミュニティのエン
パワメント」をテーマに住民向けのセミナーを開催し
ました。翌２１日には、調査の協力者の東部住民連合及
びＥＡＲＴＨ関係者と、調査結果の報告と調査計画につ
いての討論集会を開催しました。内容は、水俣学通信
２４号で宮北現地研究センター長が報告しています。
　３月１４日から２４日の訪問では、ラヨーン県の工業用
水の貯水池からマプタプット工業団地までの水質調査
を実施しました。乾季で貯水池の貯水量が減少してい
ることを確認するとともに、アオコ（淡水赤潮）の発生
に伴い、やや水質が悪化していることを確認しました。
また、ラヨーン県東部のＩＣＲＰという民間が建設した
工業団地の拡張問題に反対しているバンチャン地区の
周辺住民への聞き取りを行い、普段飲用している井戸
水の簡易検査を実施しました。周辺は果樹園になって
おり、工業団地進出前の農業地域の面影をとどめてい
ました。
　７月３０日から８月３日には、花田、宮北、中地がバ
ンコク及びラヨーン県を訪問し、ＥＡＲＴＨとの研究成
果の共有を図るための討論と本年度末までに研究成果
のまとめのワークショップを開催することについての
議論を行いました。また、最近新たに委員会ができ、
検討中であるマプタプット市の都市計画、工業団地の

拡張計画の見直
しについてパラ
ニーさんから説
明を受けました。
パラニーさんは
都市計画の専門
家で、もともと
政府機関で仕事
をした経験があ
り、工業団地と住民居住地域との間に緩衝地帯を設け、
工業団地の拡張を極力小規模にとどめるよう、委員と
して働きかけているとのことでした。
　タイの環境資源省の環境保護局（ＰＤＣ）を訪問し、担
当者からマプタプット工業団地周辺の大気や水質の現
状及びタイ政府の取組みについて報告を受けました。
これまでの成果

　今までの調査研究活動の中で、整理できた内容は、
「①マプタプット工業団地と周辺地域との地理的関係
（人口、就業状況など）、②工業団地用水と河川の水質汚
染の現状把握と、住民による調査の実施、③マプタ
プット工業団地と地域住民とのつながり（工場が実施し

ている地域住民対策）、④工業団地に関する住民運動の実
態、⑤今後の地域計画の存在、ＰＲＴＲ制度の導入など、
国、行政の取り組みの現状」で、工業団地周辺地域の
社会学的調査は追加調査の必要があると認識していま
す。
今後の予定

　本プロジェクトの到達目標はマプタプット地域にお
ける工場と地域住民との共存、リスクコミュニケー
ションの実施にあり、本年１月、住民（東部住民連合）

と大学関係者の間での意見交換、セミナーが開催でき
ましたが、工場側や行政が同席したすべての利害関係
者がそろった工場の操業に関するセミナー、いわゆる
リスクコミュニケーションの開催を追求するべきだと
考えています。
　そのために、日本におけるリスコミ及びＰＲＴＲの現
状をまとめたレポートを作成し、セミナーに向けた事
前学習の資料を提供したうえで、来年２月ごろに、都
市計画の変更問題や地域住民の健康問題に取り組んで
いる病院、行政関係者と住民、できれば工場関係者も
同席したセミナーの開催をまとめのセミナーと位置付
けて、開催できるように、準備を進めています。

《 タイＭＴＰプロジェクトの経過報告（２） 》

トヨタ財団アジア隣人プログラム ２年目の中間報告

中 地 重 晴社会福祉学部教授
（水俣学研究センター研究員）

バンチャン地区住民へのヒアリング ２０１１.３
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（客員研究員紹介）「私と水俣病」　５

　私は、岡山大学大学院環境学研究科に所属していま

す。専門は疫学で、水俣病のことも微力ながら関わら

せて頂いている所です。

　私は元々熊本県出身で、水俣に近い八代で育ちまし

た。小さい頃にはよく水俣にキャンプに行っていまし

た。高校の同級生に水俣出身の友達もいました。そん

な僕でさえ小・中・高校生の時は水俣病という出来事

は自分には関係のない他人事でした。水俣病に関心を

持ち始めたのは、大学１年生の時にＹＭＣＡの主催す

るスタディツアーに参加し、タイの人々を取り巻くエ

イズやスラム、職業病、売春などの問題に触れた時に、

社会的な要因が疾患を作り出していくということを痛

感してからでした。それまでそういうことを実感した

ことのなかった大学１年生の私にとって、それは衝撃

でとても混乱したのを覚えています。その後、知人よ

り原田正純先生が書かれた「水俣の視図」を紹介して

頂き、その本で描かれている、水俣病を社会的な要因

が作り出していく様にタイで見たものとの共通点を感

じ、水俣病を知ると自分の混乱が少しでも解消するの

ではないかと思ったのを覚えています。それから、原

田先生の研究室を訪ね勉強会を開催させて頂いたり、

水俣に通い特に胎児性の患者さんと交流させて頂いた

り、浴野先生や二宮先生の研究室にお邪魔させて頂き

水俣病と関わってきました。それら学生生活の経験が、

現在水俣病に関わらせて頂いているきっかけとなって

おります。その後、大学を卒業後、小児科医を経験し、

津田先生を頼り岡山大学大学院に入学し、現在へ至っ

ております。

　研究の領域は疫学・環境疫学・周産期疫学・小児保

健（小児科）であり、主に水俣病（メチル水銀中毒）の疫

学や大気汚染の疫学など、環境要因が人の健康にどの

ように影響を及ぼすのかを定量的に評価する研究を

行っています。

　水俣病に関しましては、主に現在までは１９７１年熊本

大学医学部が行った１０年後の水俣病研究班において神

経精神科が中心になって集めた調査を再解析してきま

した。その調査は、水俣・御所浦・有明地域のある対

象地域の全数の住民を対象にした調査です。私たちの

領域では、地域の悉皆調査といい、地域の実情をしっ

かりと反映する（代表性がある）質の高い調査であるとい

えます。この調査では、汚染が少ない地域として有明

地域がコントロール地域として設定されていました。

当研究班の報告書において立津先生らがしっかりとま

とめていらっしゃいますが、私たちの再解析から次の

ことを補足・追加しております。

１ ．メチル水銀曝露により中枢性の感覚障害が水俣

地域で多発しており、水俣地域程ではないにして

も、御所浦地域でも多発が見られていた。

２ ．１９６０年の不知火海沿岸の毛髪水銀濃度調査と

１９７１年の当研究班のデータをリンクすると、１９６０

年当時の毛髪水銀濃度が５０ｐｐｍ以下の人の間でも

感覚障害が生じていたということ

３ ．症状の組み合わせを求める昭和５２年判断条件で

認定されていない人達の中にも感覚障害を持つ人

が多数いること。認定制度は感度が低く、特異度

が高い条件であるということ（厳しすぎる条件である

　　こと）。

４ ．感覚障害だけでなく、集中力や判断力の低下、

性格障害などの精神症状も影響を受けていること。

また、それらは１９７１年調査当時に高齢だった方、

また２０歳前後の人に多いことを示しており、胎児

期世代に曝露を受けた方に影響が強いのではない

かということを示唆していること。

５ ．また、高血圧の方も水俣地域に居住されている

人の中で多発していること。

　その他、水俣病に関しては、原田先生のデータを利

用し臍帯水銀濃度がどのように分布しているかを検討

したり、がんや高血圧疾患死亡の増加の有無などを検

討したりしてきました。また、水俣病の歴史を原田先

生や津田先生と海外に紹介したり、海外の教科書執筆

などに関わらせてもらったりしております。

　最後になりますが、私が今一番関心を持っているの

は胎児期世代にメチル水銀の曝露（特に低～中程度の曝

露）を受けた方たちへどのような影響があったのかと

いうことです。この夏も熊本学園大学の皆様の企画の

おかげで、胎児期世代に曝露を受けた方のお話を聞く

ことができましたが、このまま低～中程度の曝露を受

けた人たちの症状が明確にされないまま終わってし

まっていいものかと考えている所です。

　今後も色々と教えて頂くことがたくさんあるかと思

いますが、宜しくお願いいたします。少しでも現地に

行ってお話を聞かせて頂けると幸いです。

《 客員研究員紹介 》

「私と水俣病」

頼 藤 貴 志岡山大学大学院環境学研究科准教授
（水俣学研究センター客員研究員）
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６　（報告）第２６回労働資料協総会開催／水俣学データベース化作業の進捗状況

　１０月２０日、２１日の２日間にわたって、水俣学研究セ

ンターが開催校となり、社会・労働関係資料センター

連絡協議会（略称：労働資料協）第２６回総会ならびに研

修会が開かれた。

　当センターは一昨年、法政大学大原社研の協力を得

て市ヶ谷校舎で新日窒労組資料展を開催した機縁で労

働資料協に加入し、昨年、開催された総会において本

年度、本学で総会開催を引き受けたもの。総会には、

法政大学大原社研、東京大学経済学図書館、労働政策

研究・研究機構（ＪＩＬ）、同志社大学人文研究所、大阪

エルライブラリー、日本労働会館・友愛労働歴史館、

労働者運動資料室など加盟組織及び個人２０名が出席。

　２０日午後１時より、五十嵐大原社研所長（労働資料協

代表幹事）の挨拶の後、ＪＩＬの片桐さんの司会のもと経

過報告、会計報告、次年度活動計画及び予算案の審議

等の総会行事が滞りなく進められた。その後、それぞ

れの資料センターや図書室から現状報告を受け、研修

へと移った。

　花田（水俣学研究センター長）より、歓迎の挨拶と水俣

学研究センターの紹介。ついで、山本尚友（本センター

研究員）より、水俣学研究センターの資料について、資

料整理の進捗状況、方法、今後の課題について、出席

会員にむけて報告を行い、現地センターに架蔵されて

いる資料群の説明を、山下善寛（水俣学研究センター客員

研究員）氏が行った。質疑は、所蔵方法や技術に関して

よりは資料の一つ一つの内容にわたり、日本の労働資

料アーカイブのトップクラスの面々に、このような単

組資料が丁寧に所蔵されかつ利用可能となっているこ

とを理解していただけたものと思う。

　その後、学園バスで、水俣市内での現地研修。百間

排水口で説明を受けた後、水俣病資料館を見学。つい

で、チッソゆかりの旧工場（創業の地）、チッソ専用港の

梅戸港、八幡残渣プール、埋立地の産業団地を視察。

翌２１日は、午前中チッソ（現ＪＮＣ）の工場見学。チッソ

では、木戸理恵氏の説明の後、バスで工場内を一周。

その後、患者多発漁村へ向かい、坪谷、湯堂、茂道を

回った。茂道では、水俣病患者互助会の佐藤英樹さん

が出てきてくださり、茂道の海を背景にご自身の被害

と訴訟について語ってくれた。

　労働資料協の研修としては異色だったかもしれない

が、資料の背後にある事実の風景を見ることを通して、

資料の持つ意味を改めて考える機会となったのではな

いかと思う。水俣学研究センターとしては、このよう

な研究資料アーカイブのネットワークの中で、学術的

な役割を果

たすととも

に社会的な

発信を今後

も続けて行

きたいと考

えている。

《 報 告 》

第２６回労働資料協総会開催

花 田 昌 宣社会福祉学部教授
（水俣学研究センター長）
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　水俣学研究センターは、水俣学関係資料の収集、整

理、公開を第３プロジェクトと位置づけ、その中の一

つ、新日窒労組資料のデータベース化と公開を鋭意進

めている。

　本年度、成果公開科研に採択され、当初の計画に

従って本学所蔵の資料のデータベース化を順調に進め

ている。現在刊行中の新日窒労組機関紙『さいれん』

の復刻にあわせた記事目録の作成は、第５期分までメ

タデータの入力が終了し、現在校正中。物品（バッジ、

組合旗、印刷用具、看板等）約２００点についてはメタデータ

作成が終了しており、データの校正と利用マニュアル

づくりに入った。また、資料中に残されていた６万点

近い写真に関しては、水俣で元組合員（山下さん、徳永

さん、緒方さんら）が作成している写真目録のデータ化

をしており、これについても、現在７,４６５点のデータ入

力が完成している。さらに、これらの写真をベースに

写真で見る労組の歴史を作成する作業については、写

真の選定を終え、これから編集作業に入る。一方、組

合に残されていた映像資料（８ミリフィルム）に関しては、

デジタル化し、ＨＰにアップできるように５分ずつに

編集し直しているところだ。これには、アルバイトの

宮澄さん、中浦さん、本岡さんが当たっており、今後

順次データベースにアップして行き来年２月には、本

年度の予定をほぼ完成できる予定。

水俣学データベース化作業の進捗状況

所蔵の貴重資料に見入る参加者達
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　本学（熊本市）の水俣学研究センターと水俣をつなぐ

研究拠点としての水俣学現地研究センターが、水俣市

浜町に開設されて丸６年が経過しました。現地研究セ

ンターは、国内外の研究者にも広く開放された施設で

あると同時に、地元市民の皆さんも気軽に足を運ぶこ

とのできる交流の場として活用されてきました。この

数ヶ月を振り返ってみるだけでも、日常業務に加えて、

セミナー開催や研修受け入れ、またそのサポートなど

で大忙しです。

　７月には、今年６月に台湾の国立成功大学で開催さ

れた国際会議で初めて出会った、慶応義塾大学環境情

報学部教授のティースマイヤ・リン教授、並びに、学

生・大学院生２０名を迎え、「環境・健康被害とガバナン

ス」に関する意見交換の場を持ちました。

　９月には、「水俣学若手研究セミナー」、「カナダ先住

民と水俣病」映画上映会と講演会・交流会を開催する

と共に、水俣市が毎年開催しているＪＩＣＡ研修の受け

入れも行いました。「水俣病の現在と水俣学の試み」を

テーマとする若手研究セミナーには、熊本、久留米、

北九州、岡山、神戸、京都、四日市、長野、東京など

全国から、幅広い年齢層（２３歳～７３歳）の若手（？）研究

者１８名が参加し、「地域に根ざし現地に学び、負の経験

を将来に活かすことをめざす水俣学」に関わる熱い議

論が４日間にわたって展開されました。

　また、「カナダ先住民と水俣病」をタイトルとする映

画の制作者である大類義氏（カナダ在住）と、オンタリ

オ州グラッシー・ナロウズ、並びに、ホワイトドッグ

の両居留地で４０年余にわたって水銀汚染と向き合って

きた４名の先住民の皆さんと水俣病被害者との再会、

交流では、困難であっても闘いの継続が重要であるこ

とが確認されました。

　「住民協働による環境都市づくり」をテーマとする

ＪＩＣＡ研修には、ブラジル、メキシコ、モロッコ、シリ

アから、公共政策、都市計画、自然環境などを担当す

る、国・自治体職員５名の参加があり、市民参加の仕

組づくりや場づくりについて沢山の質問を受けました。

　１０月に入って、毎年恒例の公開講座が、今期は「地

域をつくる」をテーマとして毎週火曜日に５週連続で

開催されました。丸山教授のコーディネートのもと、

「行政に頼らない公民館運動」、「首長のリーダーシッ

プを活かした市民協働の取り組み」などの事例紹介と、

「希望とは何か」という問いかけなどをもとに議論がな

され、講座修了後の講師を囲んでの懇親会にも沢山の

参加がありました。

水俣学現地研究センター便り／（こぼれ話）マルタの甘夏：もう一つの１９５６年　７

　１９５６（昭和３１）年は水俣病発生の公式確認の年とされ

ています。日本の高度経済成長の起点にも当たるこの

年には、水俣、芦北地方でもいろいろなことが起きて

います。たとえば、この年、水俣港が貿易港として開

港したことはよく知られていることでしょう。

　実はこの年は、農業分野でも重要なことが起きてい

ます。現在、芦北、水俣の特産の甘夏みかんがこの地

に導入されたのは、１９４９年と言われています。田浦町

の篤農家鶴田源志氏が大分県津久見の川野夏橙（かわの

なつだいだい）の穂木（ほぎ：接ぎ木する枝木のこと）を譲

り受けたのが始まりです。その「○に田の字」のロゴ

付きのマルタの甘夏が熊本県農作物の奨励品種に選定

さ れ た のが

１９５６年だった

のです。この

年から、田崎

市場や鶴屋デ

パートでの猛

烈な宣伝が始

まり、パレー

ド等も行われ

ました。１９５９

年には東京銀

座に進出します。その宣伝に一役買ったのが料理研究

家の江上トミ氏でした。テレビ熊本の「日本の食卓を

変えた火の国の女」というドラマで取り上げられまし

たので、若い方もご存知かもしれません。１９５８年町制

施行後の初代田浦町長藤崎弥熊の姉であった江上トミ

氏が協力したという次第です。  （Ｈ）

《 こぼれ話 》

マルタの甘夏：　　　　　
　　　もう一つの１９５６年

� � � � � � � � � � � � � � � � �

宮 北 隆 志水俣学現地研究センター長

写真は『新・熊本の歴史』第９巻
熊本日日新聞社、１９８３年より
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７月
５日　　　ゼロ・ウェイスト円卓会議：藤本（水俣）

　　　　　国水研及びエコネット水俣検討会：花田（水俣）

７? ８日　女島予備調査：井上・田�

９～１０日　第２８回天草環境会議（苓北）

１２日　　　健康・医療・福祉相談：下地（水俣）

１３日　　　ＭＴＰ会議（大学）

１３?１４日　女島予備調査：井上・田�

１５?１８日　女島本調査：原田・下地・花田・宮北・井上・

田�

１６日　　　慶応大学受け入れ：宮北（水俣）

２２日　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ：花田・井上・

田�（大学）

２４日　　　胎児性世代の被害に関するＷＧ：花田（水俣）

２７?２８日　胎児性水俣病長島調査：田�・山下・永野・

阿南

２７?２９日　女島予備調査：井上・田�

３０? ８月４日　タイＭＴＰ調査：花田・宮北・中地

８月
２? ５日　女島予備調査：井上・田�

３日　　　水俣芦北公害研究サークルとの研究会：花田・

井上・田�（水俣）

５日　　　胎児性水俣病長島調査：田�・山下

６日　　　水俣芦北公害研究サークル勉強会：井上・田

�（水俣）

８日　　　環境モデル都市推進員会拡大委員会：宮北

（水俣）

９日　　　健康・医療・福祉相談：下地（水俣）

１２日　　　第１５回公開セミナー「『水俣病』を伝えるセミ

ナー」：原田・花田・井上・田�（水俣）

２０?２１日　女島本調査：原田・下地・井上

１９?２１日　共同連全国大会：花田・田�（東京）

２５日　　　第１５回公開セミナー「『水俣病』を伝えるセミ

ナー」その２：花田・井上・田�（水俣）

９月
１～４日　水俣学若手研究セミナー「水俣病の現在と水

俣学の試み」：（水俣）

４日　　　環境モデル都市会議：宮北・藤本（水俣）

７～１８日　カナダ先住民招聘関係プログラム

　９日　　　熊本学園大学学長表敬訪問／記者会見（大学）

　１０～１１日　第１６回公開セミナー「カナダ先住民と水俣病 」

　　　　　　（大学）（水俣）

　１２日　　　水俣市長表敬訪問／水俣病患者との交流（水俣）

　１３～１４日　水俣病患者との交流・現地視察など（水俣）

　１６日　　　東京在住アイヌとの交流会／セミナー「環境と

生活破壊に抗するカナダ先住民の現在」（東京）

　１７日　　　水俣フォーラムにて講演会と上映会（東京）

１６～１８日　新潟水俣病研究会：田�（新潟）

１７～１８日　第８４回日本社会学会：丸山（大阪）

２２日　　　水俣学講義１回目　花田昌宣

２７日　　　健康・医療・福祉相談：下地（水俣）

　　　　　ＪＩＣＡ研修受け入れ：宮北（水俣）

２８日　　　ゼロ・ウェイスト円卓会議：宮北・藤本（水俣）

２９日　　　水俣学講義２回目：丸山定巳

　私は「忙殺」という言葉が嫌いだ。忙しさに眼を奪わ

れず、足元のきちんと見える日々を送りたい。 （M・T）

編 集 後 記
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　水俣病事件に関心をよせる様々な人々、研究者、実践

家、患者、特に若手の研究者の自由で堅苦しくない水俣

病研究交流の場を設け、専門家・素人の枠を取り外し、

学問の壁を取り外し、広く討論することを目的とし下記

の要領で開催いたします。

開催日時：２０１２年１月７日（土）　１２：００～１７：００

　　　　　　　　　　８日（日）　９：３０～１５：００

場　　所：水俣市公民館ホール（水俣市浜町２－１０－２６）

資 料 代：１,０００円

懇 親 会：スカイレストランえむず

　　　　　男性３,１５０円　女性２,３００円

　今回は、最近のさまざまな出来事や状況の変化を踏ま

えて、水俣からの視座を大切にしつつ、現在進んでいる

第二の政治解決、被害救済と補償の検討、「地域振興」策

とまちづくり、東北大震災・原発事故と水俣などが中心

となる予定です。

＊参加申し込みなど詳細は、当センターホームページを

ご覧ください。

　担当：水俣学研究センター　田�

　　　　ｍｔａｊｉｒｉ＠ｋｕｍａｇａｋｕ . ａｃ . ｊｐ
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